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平成 21 年３月期 第２四半期の業績に関するお知らせ 
 
 

 平成 21 年３月期第２四半期（平成 20 年４月１日～９月 30 日）における当社業績（連結）につ

きまして、以下の通りお知らせいたします。 

 
記 

 

平成 21 年３月期第２四半期業績（連結） 

（単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 20 年３月期第２四半期（Ａ） 3,159 △1,193 △1,122 △1,375 

平成 21 年３月期第２四半期（Ｂ） 2,366 △885 △809 △120 

対前年同期増減額（Ｂ―Ａ） △793 308 313 1,255 

対 前 年 同 期 増 減 率 （ ％ ） △25.1 － － － 

 

【概 要】 

当社グループの主部門である商品先物取引業においては、厳しい営業行為規制を含んだ商品取

引所法改正以降、市場規模の収縮傾向は続いており、全国商品取引所総売買高は平成 16 年３月期

をピークに年々減少しております。このように市場の流動性が著しく低下したことから、個人投

資家の市場離れが進行し、受取手数料が大幅に減少、自己売買部門も伸び悩みました。外国為替

部門と証券部門の自己売買業務においては順調な伸びを計上しましたが、商品先物取引部門の減

少をカバーするには至りませんでした。 

営業費用においては、抜本的な経費削減に取り組んでおり、贅肉のない企業体質への転換を図

っているところであります。 

なお、役員退職慰労引当金戻入、投資有価証券売却益等を特別利益に計上しております。 

この結果、平成 21 年３月期第２四半期は営業収益 2,366 百万円、営業利益△885 百万円、経常

利益△809 百万円、当期純利益△120 百万円となりました。 

以 上 


